
16広報すおう大島 平成 19 年 ( 2007 年 )10 月号

お知らせ 10 月

お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

み
ん
な
で　

つ
く
ろ
う　

安
心
大
島

催
し

第
19
回
橘
生
涯
学
習
発
表
大

会
・
第
50
回
文
化
芸
能
祭

　

日
ご
ろ
の
練
習
、
製
作
の
成
果

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

○
芸
能
発
表
会

■
日
時
／
11
月
３
日
㈯
文
化
の
日

　

昼
の
部　
　

午
後
１
時
〜

　

夜
の
部　
　

午
後
６
時
〜

※
出
演
団
体
数
に
よ
り
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
内
容
／

　

舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
演
奏
、
カ

　

ラ
オ
ケ
ほ
か

○
作
品
展
示
会

■
日
時
／

　

11
月
10
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

11
月
11
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
内
容
／

　

俳
句
、
短
歌
、
書
道
、
写
真
、

　

絵
画
、
手
芸
、
生
け
花
、
陶
芸
、

　

茶
道
ほ
か

■
場
所
／

　

芸
能
発
表
会
、
作
品
展
示
会
と

　

も
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
／

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー　

☎
７
７
‐
０
１
０
０

大
島
ふ
る
さ
と
文
化
祭
・
商

船
祭

■
日
時
／

　

11
月
３
日
㈯
文
化
の
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

花
火　

午
後
７
時

■
場
所
／

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

■
内
容
／

　

生
涯
学
習
展
・
園
児
作
品
展
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
食
べ
歩
き

コ
ー
ナ
ー
・
保
育
園
、
小
学
校
演

奏
・
商
船
実
験
室
公
開
・
大
島
丸

体
験
航
海
・
商
船
手
旗
踊
・
花

火
・
和
太
鼓
演
奏
会
・
部
活
出
し

物
・
チ
ョ
イ
ワ
ル
オ
ヤ
ジ
コ
ン
テ

ス
ト
・
自
主
制
作
映
画
・
ラ
イ
ブ

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０

第
19
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
ｉ
ｎ
く
か
・
文
化
作
品
展

○
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
ｉ
ｎ
く

か■
日
時
／
11
月
10
日
㈯

　

午
前
９
時
か
ら

※
出
演
団
体
数
に
よ
り
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所
／

　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

■
内
容
／

　

合
奏
、合
唱
、大
正
琴
、天
平
筝
、

　

ウ
ク
レ
レ
ほ
か

■
出
演
者
／

　

学
校
、
保
育
園
、
公
民
館
学
級
、

　

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
な
ど　

○
文
化
作
品
展

■
日
時
／

　

11
月
５
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈮

　

４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
１
週
間
交

　

代
（
月
か
ら
金
）
展
示

■
場
所
／

　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

■
内
容
／

　

手
芸
、
絵
画
、
書
道
、
盆
栽
、　

　

生
花
ほ
か

■
出
展
者
／

　

学
校
、
保
育
園
、
公
民
館
学
級
、

　

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
な
ど　

※
展
示
作
品
の
募
集
を
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
10
月
22
日
㈪
ま
で

　

申
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
７
２
‐
２
２
７
１

　

大
島
警
察
署
管
内
で
は
、
９
月
15
日
現
在
、
交
通
死
亡
事
故

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
３
名
で
、
前
年
比
で
２
名
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
多
く
は
、
危
険
の
発
見
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り

起
き
て
い
ま
す
。
周
囲
が
見
え
に
く
い
薄
暮
時
、
夜
間
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
を
心
が
け
、
ま
た
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
は
反
射
材
を
活
用

し
て
自
分
を
し
っ
か
り
目
立
た
せ
ま
し
ょ
う
。

○夕暮れ時は明暗のコントラストが弱ま
り、安全確認が困難になります。ライト
を早めに点灯し、昼間よりも慎重に運転
をしましょう。

○ロービームばかりで走らず、ハイビームへのこまめ
な切りかえを行い、夜間の横断歩行者や自転車を早期
に発見し、交通事故を未然に防ぎましょう。

○夜間の事故を防ぐポイントは、「自分を
目立たせること」です。明るい色の服装や、
反射材を活用するなど、相手に自分の存
在をアピールする工夫をしましょう。

○反射材の中には、昼間は目立たなくても夜間はピッ
カリ目立つ黒色や茶色のものもあります。靴には、か
かとだけではなく側面にも反射材を貼付して、車両等
から発見されやすいようにしましょう。

ドライバー
のみなさん

歩行者
のみなさん

暮らしを支える税
「税を考える週間」
11月 11 日㈰～ 17 日㈯


